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　設計主旨　2000 席を有する大ホールの他、木組みの屋内
広場である「やぐら広場」を中心に日常的な利用から国際
会議などにも対応した機能と空間を備えた複合的な公共施
設である。衰退しつつある中心市街地の活性化を目指して、
建物外周部を力強く親しみやすい木造で囲い、あらゆる年
齢の人たちが日々気軽に利用できるオープンスペースを各
所に配している。国道 50 号に面する南側は、小規模なスタ
ジオや会議室での市民の活動や賑わいが街と繋がり、水戸

芸術館と大ホールホワイエが向かい合う北側は文化芸術の
賑わいをつくり出す。偕楽園の梅の花を模した大ホール観
客席の音響反射板ややぐら状の木組み、多様な国産・県産
木材を利用した仕上げや家具など水戸が持つコンテクスト
を活かした施設づくりを行うと共に、優れた音響・設備性
能を確保しつつ、地下水などの自然エネルギーを活用した
快適かつ省エネルギーな建築を実現した。

伊東豊雄建築設計事務所・横須賀満夫建築設計事務所ＪＶ

　【知事賞】　　水戸市民会館

（撮影：堀内広治）

（撮影：中村絵）

　設計主旨　敷地は水戸市の中心部から離れた東部の丘陵
地に位置する。造成地における異種の基礎構造を回避して
直接基礎とすることを模索した結果、ストラップのような
形が浮び上がり、建物の配置と外形が規定された。
　この施設の設置目的は、近隣のごみ焼却場と火葬場によ
る地元住民の心理的負担を和らげるため、癒しや憩いを提
供することであった。主な施設機能は、トレーニング室や
多目的室などのスポーツ練習場、屋内プール、公衆浴場で
ある。これらの機能を土地条件から規定された外形の中に

割り当てた。機能を持った空間を連続させることで、様々
な活動や利用する人たちがつながり、集う場になることを
目指した。
　そのストラップ状に配列したスペースに片流れの屋根を
架け、軒先の高さを一定とし、低く抑えることで和風の佇
まいを与えた。屋根の裏面となる天井は、内部空間から軒
天井につながる。軒下はすべてガラス張りとして、日本的
な内部と外部の曖昧な境界を創り出している。

　【議会議長賞】

　　水戸市下入野健康増進センター
㈱三上建築事務所
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代表取締役

金澤　重雄

【入選】　　日立建機土浦工場 Orange Innovation Plaza

㈱日立建設設計第一設計本部一級建築士事務所

設計主旨　従業員の生産性向上とイノベーション
促進を図るために新しい働く環境の構築を目的とし
たオフィス建替計画。従業員とWSを開催し、これ
からのあるべき働き方を考え、多様性・快適性・コ
ミュニケーションの 3つのコンセプトを立案した。
WSの中で、部署内の交流の良さに対して部署間の
交流が不足しているとの意見も挙がった。そこで
様々な人が偶発的に出会い、協創が生まれる立体的
な“街のような”オフィスを作り上げ、時間や場所
を柔軟に選んで働ける環境の【多様性】を実現した。

共用部にはコミュニケーションスペースのほかに、
カフェやバルコニーなどを配置し、従業員がそれぞ
れのタイミングでリフレッシュでき、心身ともに健
康に働くことができるサードプレイスによって【快
適性】を提供した。人と人が偶発的に出会う仕掛け
を作り出すことで、部署内で完結していた活動を越
えて生み出される【コミュニケーション】の相乗効
果・協創を目指したオフィスである。
※WS：ワークショップ

【住宅部門最優秀賞】　　プライベートコートを楽しむ平屋

㈱カナザワ建築設計事務所

設計主旨　住宅造成地の角地にある敷地は南西に
道路、北東には隣接した住宅があります。
　施主様のご要望である「プライバシーを保ちつつ
リビングと繋がった明るい庭」の空間を確保し、豊
かな心地よい住まいを作ることがメインテーマとな
りました。その具体案として、建物と一部塀で囲ま

れた中庭空間をとり、隣接建物からの視線をカット
した「プライベートコート」を実現しました。
　また、平屋ではあるが内部空間は高さに変化を持
たせ、広がりのある空間と低くて落ち着く空間を明
確に分け豊かな住空間をデザインしました。

設計主旨　本設計は、筑波山を訪れた多くの観光客が利
用する「筑波山観光案内所」の改築工事である。場所は、
筑波山中腹、筑波山神社の赤い大鳥居の近くに新設された。
　建物は「賑わい・憩い・安らぎ」を設計理念に据え、国
内外のあらゆる方が利用することを想定し、各所に、優し
い木の温もり、暖かな日差し、人々の交流から生まれる喜
びを感じられる場にふさわしい空間となるよう計画した。
　建物は、周辺環境との調和を図り、土地の高低差を活か
したデザインとした。ダイナミックなプロポーションであ

りながら、簡素化した木造構造のシステムが木の温かみを
感じることができる。
　また、デッキ部を含めた内部空間には、大きく開放され
たガラス面を設けたことで周辺環境との一体化を図り、大
パノラマから筑波山が織りなす四季折々の美しい風景を楽
しむことができるようにした。同案内所を訪れた方が、筑
波山の魅力に気づき、この地域をさらに好きになって頂け
ることを期待したい。

【茨城新聞社賞】　　筑波山観光案内所

㈱河野正博建築設計事務所


